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１. はじめに ～群馬県内での防災教育の普及を目指して～

群馬県内での災害と言えば「令和元年東日本台風（2019年）」
が記憶に新しいと思います。また、近年では地球温暖化等に伴

い､雨の降り方が局地化､集中化してきており、全国各地で毎年の

ように災害が発生しています。群馬県においても今後これまで経

験したことのない災害が発生しないとは言い切れない事態となっ

ています。

災害はいつ、どこで起きるか分かりません。しかし、正しい知識

と行動力があれば、命を守ることができます。子どもたちが自ら考

え、行動し、命を守る力を身につけることは、防災教育の最も重要

な目標です。また、その力は家庭や地域社会にも波及し、防災知

識を広げる大きなきっかけとなります。そのためには、教員の皆様

の積極的な取り組みが欠かせません。

本資料は、教員の皆様が防災教育を行いやすいよう、群馬県

の災害特性に即した教材として作成しました。本資料が、子どもた

ちの災害から命を守る力を育むために一助となれば幸いです。

指導の心得 「防災教育必携」
東日本大震災後、平成29年頃から大学の教職課程においても防災教

育を含む学校安全の項目が充実してきましたが、防災教育に対する深い

理解をお持ちの教員は多くないのが現状で、「防災教育としてどんな授業

をしたらよいかわからない」といった状況にある教員の皆様もいらっしゃる

と思います。そこで、防災教育の先進事例を参考に、防災教育の基本理

念を「指導の心得『防災教育必携』」にまとめました。ご一読ください。

▲ 東日本台風時の利根川（県庁裏・
前橋市大手町） 出水状況

写真：群馬県（2019年10月12日撮影）

資料編もご参照ご活用ください

資料編

災害に関する視聴覚資料集 「群馬の災害」資料編

視聴覚資料があると、子供たちの災害・防災への関心を高めやすいと

いう声も伺うため、群馬県内での災害時における写真を市町村等から提

供いただき、資料編としてまとめました。学校周辺の災害写真も収録でき

ている場合もありますので、授業の際には適宜引用してご活用ください。

また、本編掲載の授業資料にとらわれず、様々な防災教育の授業でもご

活用いただいて構いません。今後も資料収集を重ね、資料集の拡充を

図ってまいります。

本資料は、そのまま防災教育ができるような授業資料を掲載した「本編」として構成していますが、

資料編には、これらの授業資料のもととなる防災教育の基本理念や、群馬県での災害写真を収録し

ています。資料編も適宜ご参照ご活用ください。
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防災教育を進めるにあたり、教員の皆様の多忙さも理解しなければなら

ないと認識しています。

そのため、教員の皆様が防災教育にも取り組みやすくなるように群馬県

としても様々な支援をしていきたいと考えており、まずは本資料がその一

助になれば幸いです。

本資料掲載の授業案については、使いやすいように手を加

えていただいて構いません。そのまま使っても、現行の教育

方針との整合を図れるよう、文部科学省・学習指導要領で示

される三つの「育成すべき資質・能力」を踏まえた授業案を作

成しました。

本資料では、「三つの柱」の該当項目の一例を、作成した学

習指導案の「指導上の留意点：評価（☆）」に記載しましたの

で、ご参考・ご活用ください。

「主体的・対話的で深い学び」、いわゆる「アクティブ・ラーニング」の視点も持ちな

がら、児童たちが聞いて終わるだけの授業にならないように、様々な活動案も掲載し

ました。

２. 群馬県内での洪水・土砂災害関連の資料を多数収録

１. 授業実施の負担軽減を目指した資料を作成

授業で提示する写真資料は、子供たちに響きやすいよう、馴染みがある地元の写真を提示できるように

地域に分けて整理しました。

５. 「育成すべき資質・能力」の「三つの柱」を踏まえた授業案を検討

６. 「アクティブ・ラーニング」に準ずる学習項目の採用

本資料に掲載されている授業案は、4つのテーマで構成されており、学習を段階的に進めることができ
るようになっています。最も効果的なのは、全テーマを学習することですが、授業時間の確保が難しい場

合や、既に取り組んでいるテーマがある場合には、本資料の授業案の一部を取り入れるなど、状況に応じ

て柔軟にご活用ください。

３. ４つのテーマを収録

それぞれの学校において、地域により災害リスクが異なるため、特に災害種別による違いが明確な

「テーマ②」では、「洪水災害編」と「土砂災害編」に分けて作成しました。学校や子供たちの自宅・通学路

の状況を考慮して使用する教材を選択できるようにしました。

４. 地域の洪水災害や土砂災害のリスク状況を考慮

（表記例：学習指導案の ）人間性知識 思考力

（表記例：学習指導案の ）Point：アクティブラーニング

本資料の特徴・コンセプト

- 4 -



２. 「群馬県防災教育資料」の使い方

本資料は、「学習指導案」、「児童用ワークシート」、「授業用スライド資料」、「児童用副読本」の

４資料で１つの授業の資料が構成されています。

学習指導案・児童用ワークシート

・授業は、「導入→展開→まとめ」の流れで組立

・学習指導案では、 「育成すべき資質・能力」の「三つの柱」、 「主体的・対話的で深い学び（アクティブ・

ラーニング）」の該当箇所がわかるよう表記

学習指導案・児童用ワークシート例

3

3 防災教育を実施する
地域に合わせて
事例を紹介可能

5

2 授業の
時間配分の目安

4

1
学習活動

指導上の留意点 ｜支援（◆） 評価（☆）

発問例と予想される児童の反応例｜発問・指示（●） 予想される反応（・）

具体的な学習活動について児童の立場から記載

授業者からの発問と児童から予想される反応を記載

授業者がどのようなねらいでどのような指導をするのか、
また、具体的な手段・準備・工夫点などを記載

1

2

5 ふりかえりの時間は授業の
時間調整としても活用可能

4 授業で使用する
ワークシートは
テーマごとに作成

三つの柱：例） 主体的・対話的で深い学び：人間性知識 思考力 Point：アクティブラーニング
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・学習指導案に沿って作成

・地域の事例に合わせた写真を自由に入替可能（※写真は資料編「群馬の災害」から選択）

・アニメーションを使用したスライドは、事前に確認してからの使用を推奨

・イラストや写真を多く用いて作成
（使い方は、復習用・予習用など教員の皆様の取り組み方に応じて活用が可能）

・授業では扱わない内容についても個人で学習できるように設計

・授業内容とリンクしているため、児童の理解に合わせた活用が可能

1 児童の興味・関心を高めるため、
台風の動く様子のアニメーション
を設定

1

2

1 授業の内容にプラスして
児童の関心を広げる
情報を掲載

1

2
2 児童自身が実体験を通
して学習を深めることが
できるような内容を掲載

授業用スライド資料

授業用スライド資料例

児童用副読本

児童用副読本例
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2 防災教育を実施する
地域に合わせた事例の
写真を自由に入替可能

写真は資料編から
自由に選択

資料編
「群馬の災害」



３. 授業テーマの構成

「群馬県防災教育資料」は、次の４つの授業テーマで構成され、各テーマにつき１つ授業案を収録して

います。なお、授業案は、４つのテーマで段階的に進められるようになっていますが、授業時間の確保が

難しい場合や、既に取り組んでいるテーマがある場合には、授業案の一部に取り入れるなど、状況に応じ

て柔軟にご活用ください。各テーマの詳細や方針は、以下にまとめましたので、授業をアレンジする際の

参考にしてください。

テーマ① 自然がもたらす恵みと災いを知る

防災教育で「地域の災害の危険性」だけを取り

上げて、災害への恐怖喚起だけを行い、備えを

促すことは、持続性という観点から教育効果に限

界があると考えられます。また、災害の危険性は

「地域のマイナスイメージ」であるため、それだけ

を児童・生徒に植え付けることになります。他の教

科教育では、地域の素晴らしさを伝え、郷土愛を

育むことを目指した指導がされていますが、それ

を阻害する要因にもなりかねません。

当たり前のことですが、自然には「恵み」と「災

い」の２つの側面があります。災い（＝危険）しか

存在しない地域であれば、集落が形成されること

はありません。このような自然の二面性を踏まえる

ならば、災害に備えることは、自然の恵みを享受

した生活を送るために必要不可欠です。地域の

危険性や避難のノウハウを学ぶだけでなく、自然

には、「恵み」と「災い」の両面があることを理解し、

地域を大切にする郷土愛を育むとともに、災害か

ら生き抜く力を身につけることが大切です。

テーマ② 災害の起こり方と対策を知る

自然災害の発生メカニズムの解説を行い、備え

る対象を知ることを深めていきます。現象

理解に加えて、自然災害への対策の理解も

合わせて行うことで、理解を効率よく促すことを

ねらい、テーマに設定しました。

なお、ハード対策の重要性について本テーマ

で扱いつつも、相手は自然であり、ときに堤防や

ダムなどのハード対策の想定を上回る事態も

起こり得るといったことにもあえて触れ、自分で

考え判断すること・自分で主体的に備えることの

必要性も促すこともねらいとしています。

テーマ③ 災害から身を守る行動を知る

災害時に最も重要となる「身を守る行動」につい

て深く考えさせ、災害時における「身を守る行動」

の実行性を高めることをねらい、テーマを設定しま

した。様々な条件で問いかけをおこない、避難に

対して主体性を高められるような内容にしました。

避難行動に特化した授業内容であるため、テー

マ①②に限らず、地域の災害リスクや、災害現象

を学習する活動を事前に取り組んでおくことで、

子供たちの理解度も上がります。

テーマ④ 自助と共助の大切さを知る

自分の命を守るだけでなく、さらに周囲に視点

を広げ、他者の命も大切であることや、困ってい

る人がいたら助けてあげたいという気持ちを汲み、

小学生の自分にできることを考えさせる学習を通

して、助け合うことの大切さと社会貢献活動への

基盤づくりとなるよう設定しました。

災害時に他者の命も守れることは理想ですが、

自分の命を守ることが前提です。本テーマでは、

助け合いや他者への配慮が主たる部分となって

いるため、「自分の命は自分で守る」といった学習

を事前にしたり、本テーマ授業中も自助が前提と

なることを確認したりしながら、取り組むことが望ま

しいです。
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自然がもたらす恵みと災いを知るテーマ①

ねらい：大雨が降ったときの危険と、地域にある自然の良いところを知る

災害の起こり方と対策を知るテーマ②

ねらい：洪水災害・土砂災害の起こり方（種類）と対策について知る
・洪水災害編 ・土砂災害編

災害から身を守る行動を知るテーマ③

ねらい：大雨が降ったときの身を守る行動（避難）を知る

自助と共助の大切さを知るテーマ④

ねらい：わたしたちができることを考える～助けられる側から助ける側へ～

４. 防災教育の授業資料
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洪水・土砂災害の高学年の防災教育の授業資料をまとめました。

□学習指導案 □児童用ワークシート □授業用スライド資料 □児童用副読本

＜防災教育の授業資料＞

テーマごとに以下の４資料で構成されています。

洪水・土砂災害 高学年

・ 児童用副読本は、一式の小冊子として整理

4コマ全ての実施に限らず、自由に組み合わせて ご活用ください

４つのテーマの授業案 を収録してます。

確保できる時間数や、授業で扱いたいテーマなど踏まえて、
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本資料作成にあたっては、モデル校において防災教育の授業を実施していただき、ご意見をいただきました。
ご協力いただいた学校・学級は以下のとおりです。

実施日実施授業テーマ実施学年実施校実施年度

2024年05月10日小学校高学年テーマ①6年生高崎市立
車郷小学校

令和6
2024年05月17日小学校高学年テーマ②

2024年05月24日小学校高学年テーマ③

2024年05月31日小学校高学年テーマ④

2024年10月04日小学校高学年テーマ①4年生藤岡市立
鬼石小学校 2024年10月08日

2024年10月21日
小学校高学年テーマ②

2024年10月22日小学校高学年テーマ③

2024年10月07日小学校高学年テーマ①5年生①千代田町立
西小学校 2024年10月11日小学校高学年テーマ②

2024年10月15日小学校高学年テーマ③

2024年10月17日小学校高学年テーマ④

2024年10月08日小学校高学年テーマ①5年生②
2024年10月09日小学校高学年テーマ②

2024年10月15日小学校高学年テーマ③

2024年10月17日小学校高学年テーマ④

2024年11月06日小学校高学年テーマ①6年生①
2024年11月07日小学校高学年テーマ②

2024年11月06日小学校高学年テーマ①6年生②
2024年11月07日小学校高学年テーマ②

2024年10月17日小学校高学年テーマ③6年生①伊勢崎市立
殖蓮第二小学校 2024年10月17日小学校高学年テーマ④

2024年10月17日小学校高学年テーマ③6年生②
2024年10月17日小学校高学年テーマ④

2024年12月19日小学校高学年テーマ③4年生みなかみ町立
古馬牧小学校 2024年12月19日小学校高学年テーマ④

※令和７年２月末現在

５. その他

【参考】パワーポイント資料のアニメーション効果の削除方法

今後は、「小学校低学年（１～３年生）向け」や「中学校向け」の授業資料なども作成を進めていく予定です。

作成にあたっては、県内の学校で実際に使ってもらい、教員の皆様の声を反映します。

アニメーションの効果を変更、削除、またはオフにする

バージョンによって方法が異なります。
以下より検索のうえ、お持ちのパワーポイントのバージョンの操作方法をご確認ください。

Microsoft サポート「PowerPointのヘルプとラーニング」： https://support.microsoft.com/ja-JP/powerpoint

と検索

モデル校での授業

今後の予定
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